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早いもので１学期もあと約１週間あまりとなりました。先週の自然教室は、４・６年生の社会見

学同様、梅雨真最中にかかわらず天気に恵まれ、無事に終了することができました。準備や健康管

理等、保護者の皆様のご協力、本当にありがとうございました。 

５年生自然教室に引率して… 

７月２・３日（火・水）の２日間で最も感動した催しは、やはり「キャンプファイヤー」でしょ

う。これまでしっかり教室や体育館で準備や練習を重ねてきたのでしょうね。子どもたち自身によ

る、子どもたちが主人公の、とても明るく、よい雰囲気の催しでした。最後の私からの言葉「楽し

い時間ってあっという間に終わっちゃうんだよね。」に子どもたちのうなずく反応がすべてを物語

っていました。自立・協働・福祉・友情・責任、そして私が与えた６つめの「感謝の火」。①一生

懸命に盛り上げてくれた５年生実行委員、②先生、③自然の家のスタッフの方々、④お弁当や準備

をしていただいた保護者、そして⑤この恵まれた天気（山の神・火の神・火の精のパワー）に対し、

感謝の大きな拍手喝采をファイヤー場全体に響かせることができました。 

５年生の素晴らしさは、やはり元気パワーでしょう（全員が参加できました）。すべてがノリノ

リでした（アンコールが２つも出たので、早めに火が消えてしましましたが…）。そしてもう一つ

発見した素晴らしさ、それはさりげないやさしさ・思いやりの態度や言葉でした。例えば、体調の

悪そうな子に対し、「大丈夫？」の温かい一言があちこちで発見できました。またファイヤーの最

後、ダンス「マイムマイム」になった時、「校長先生もいっしょに踊りましょう！」のさりげない

一言にも感動しました。こういう言葉や態度があるから、いごこちがよいのでしょうね。この２日

間で大きく成長した５年生、これからの活躍に期待しています。楽しい思い出をありがとう！ 

第２回くろがねもち協議会…ご出席ありがとうございました 

７月５日（金）の午後５時から、協議会委員の皆様に加え、ＰＴＡ本部役員の皆様にもご参加い

ただき、「子どもの安心・安全」をテーマに約１時間半、協議しました。要旨は以下の通りです。 

・交通ボランティアの皆様にお世話になっている交差点が危険箇所であるから、その周辺の安全

整備（ライン引き直し等）をふくめ、市に要望したい。 

・連合自治会が、昨年度から四郷地区全体の「ゾーン３０」整備を市に要望しているが、予算的

に難しい状況とのことである。引き続き要望していきたい。 

・昨年６月発生の大阪北部地震後の耐震基準値に満たないブロック塀撤去は、室山新通学路や東

日野地区を中心に徐々に進んできている。空き家の撤去が困難である。 

・児童が道路に広がらずに歩けるようになるための見守りを我々大人が継続していく必要がある。 

・これまで本校は、自由登校として見守ってきた。今後もし、集団登校実施を考えるならば、学

校と協議しながら、それなりの準備期間（集合場所設定、通学路再整備等）を要し、軌道に乗る

まで保護者の見守りをお願いすることになるのではないか。 

・保護者には４地区を超えた、四郷っ子すべての見守りを今後もお願いしたい。 


